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千葉県における二次林の分布変化と生物多様性の変化
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Abstract
千葉県における二次林の分布の変化を明らかにするために、環境省の自然環境保全基礎
調査における GIS植生調査の結果をもとに 検討した。千葉県の代表的な二次林であるシ
イ・カシ萌芽林とアカマツ二次林は 1983年から 1998年の 15年間で、シイ・カシ萌芽林
は 5.58%が、アカマツ二次林は 8.42%が消滅した。生物多様性も減少していた。これら
の消滅・生物多様性減少の原因を検討したところ、人為的改変による消滅・生物多様性減
少とともに、自然変化によるものも無視しえないことが判明した。。さらなる詳細な林分
変化検討のためには、今後も継続的な植生調査が必要である。
I examined changes in the distribution of secondary forests in Chiba Prefecture.
This is a comparative study, and it involves the use of GIS (Geographic Information
System) data of the national survey on a natural environment of vegetation conducted
by the Ministry of Environment. A typical secondary forest in Chiba Prefecture com-
prises forests with lucidophyllous and coppice trees and Japanese red pine forests.
Over a period of 15 years, i.e. between 1983 and 1998, 5.58% and 8.42% of the ever-
green coppice forest and the Japanese red pine forest, respectively, had disappeared.
Next, I examined the causes for these changes in biodiversity. I found that biodiver-
sity tends to decrease partly because of changes due to human activities and partly
because of natural causes. In the future, it is necessary to perform a continuous veg-
etation survey for in-depth monitoring of vegetation changes in forests.
1 はじめに
千葉県の里山林と呼ばれる人里近くに存在す
る二次林において生物多様性を保つ上で重要な
位置を占めるのは、常緑広葉樹である。千葉県
の二次林では、シイ・カシ萌芽林およびアカマ
ツ林が多い。関東地方の他の地域の多くで二次
林は落葉広葉樹であるクヌギ・コナラ林で構成
されている (環境省自然環境局自然環境計画課,
2004)のと対照的である。
こういった里山林はかつて薪炭林としての機
能を担ってきたが、1960年代以降の石油や天然
ガスなどの普及に伴って利用頻度が激減してい
る (恒川, 2001)。このような利用頻度の変化に伴
い里山林が果たす役割が縮小し続けた結果、宅
地やゴルフ場などになったり、放置されたりし
ている場合が多い (千葉県レッドデータブック
作成検討委員会, 1999)。放置された里山林では、
二次林として維持されてきた林分構造が変化し、
種群が単純化して種多様性が減少している場合
がほとんどであり、種多様性の減少を検討する
必要がある。一般的には、種多様性の維持には
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ある程度の林分面積が保たれる事が重要である
ため、対象となる林分の面積変化を中心として
種多様性を議論する事が欠かせない。しかし、千
葉県においてはこれまで種多様性減少と林分面
積変化と関係づけた報告はほとんど見られない。
そこで、本研究では千葉県の二次林として代
表的なシイ・カシ萌芽林およびアカマツ二次林
の分布変化と種多様性の変化を把握し、林分面
積と関係と関係づけて検討する事を目的とする。
そのために、環境省による自然環境保全基礎調
査の結果を用いて、シイ・カシ萌芽林およびア
カマツ林の分布地点数や分布面積の変化を算出
し、これらの林分の変化と種多様性の変化につ
いて検討する。
2 対象とする二次林について
千葉県の二次林として最も代表的な植生は、シ
イ・カシ萌芽林である。シイ・カシ萌芽林は、比
較的温暖な地域に見られ、房総半島以外では九
州と四国に集中する他、紀伊半島南部や屋久島、
五島列島、南西諸島等に見られ分布の中心が南
日本にある。千葉県内では房総半島南東部にか
けて分布がみられ、黒潮による温暖・湿潤な環
境に対応している。林分の密度は南に向かって
高くなり、房総半島南端では海岸部を除く森林
のほとんどがシイ・カシ萌芽林となっている。シ
イ・カシ萌芽林は、自然林を伐採した後、萌芽
更新によって成立したもので、房総半島では薪
炭林として長年にわたり利用されてきた歴史が
ある。シイ・カシ萌芽林の植生自然度 (環境省自
然保護局, 2001) は 10段階中の８で、自然林に
近い二次林である。
千葉県においてシイ・カシ萌芽林に次いで二次
林として代表的な植生はアカマツ二次林である。
アカマツ二次林は主に近畿地方西部、瀬戸内に
集中するほか、濃尾平野に面する丘陵地、長野
県松本盆地の周辺、徳島県吉野川に沿って見ら
れるなど、西日本を中心に分布している (環境省
自然環境局自然環境計画課, 2004)。千葉県内で
は北部の丘陵地帯に集中していて、成長が早く
燃料や建材を得るために維持されてきた。アカ
マツは、もともと瘠せ尾根や急斜面など、土壌
が浅い場所のみに生育し、自然分布域は狭かっ
たと考えられる (環境省自然環境局自然環境計画
課, 2004)。種子は風に飛ばされ、伐採跡地など
にいち早く進出できる。加えて、アカマツだけ
を残した伐採や播種により、人為的に分布域を
広げてきた。 アカマツ二次林の植生自然度 (環
境省自然保護局, 2001) は、10段階中の 6で人
為の干渉を強く受けた植生である。
3 資料と方法
本研究では、環境省が 1973年から全国的に実
施している自然環境保全基礎調査による５万分
の１植生図をデジタル化した自然環境GIS資料
を用いた。この自然環境GIS資料から、千葉県
の全域を含む第２～３回植生調査 (1983年) お
よび第５回植生調査 (1998年) の植生 GISデー
タを使用した。GIS上では各植生の分布は位置
座標を持った多角形としてデータ化されている。
このGISデータを用いることにより、対象とす
る林分の分布地点数や面積の把握が詳細に行う
ことができる。
そこで、本研究では、GISソフトウェア上で
第２～３回植生調査と第５回植生調査の千葉県
内の植生データから、シイ・カシ萌芽林およびア
カマツ二次林の分布を示す多角形を抽出し、そ
れぞれの地点数と面積を算出した。このように
して得られた第２～3 回植生調査のシイ・カシ
萌芽林の多角形と第５回植生調査のシイ・カシ
萌芽林の多角形を重ね合わせ、差分をとって経
年変化を抽出した。同様に、第２～３回植生調
査のアカマツ二次林の多角形と、第５回植生調
査のアカマツ林の多角形を重ね合わせ、差分を
とって経年変化を抽出した。なお、GISデータ
の処理は ESRI社の ArcGIS9.3 を使用した。
4 結果
4.1 シイ・カシ萌芽林の分布変化
図 1に千葉県における 1983年時点のシイ・カ
シ萌芽林の分布を示した。林分数は 3563ヶ所、
林分面積は 337.03km2で、房総半島南東部にか
けて分布がみられる。
図 2に 1983年から 1998年の間にシイ・カシ
萌芽林から植生区分が変更となった林分の分布
を示した。半島内部のやや大きい変更地は丘陵
地のゴルフ場を示しており、分散して見られる
小規模なものは造成地である。表 1に 1983年か
ら 1998年の 15年間にシイ・カシ萌芽林から植
生区分が変更となった林分の地点数と面積を示
した。変更された地点の総数は 603ヶ所、総面
積は約 18.8km2で、1983年時点のシイ・カシ萌
芽林の面積の 5.6%が改変されている。植生区分
の変更で最も面積が大きいのはゴルフ場で変更
面積のうちの 36.6%、最も地点数が多いのは造
成地で変更面積のうちの 29.3%となっている (図
3)。
表 2は 表 1を植生区分変更の原因別に分類し
たものである。ここでは、ゴルフ場や市街地など
への変更を人為改変市街、植林地や田畑への変
更を人為改変畑地、植物群落の自然変化による
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表 1. 1983年から 1998年の間にシイ・カシ萌芽林からほかの植生区分へ変更となった林分
数と面積.
名前 面積 林分数 全面積に対す 全変更面積に対
(km2) (ヶ所) る割合 (%) する割合 (%)
ゴルフ場 6.88 102 2.041 36.575
造成地 5.51 254 1.636 29.316
スギ・ヒノキ・サワラ植林 2.00 23 0.593 10.628
緑の多い住宅地 1.18 19 0.349 6.258
伐採跡群落 1.04 61 0.310 5.546
市街地 0.59 27 0.176 3.147
畑地雑草群落 0.57 55 0.170 3.052
牧草地 0.54 5 0.160 2.872
ススキ-アズマネザサ群集 0.12 5 0.035 0.635
開放水域 0.10 5 0.030 0.535
路傍雑草群落 0.10 12 0.029 0.515
マテバシイ植林 0.07 7 0.022 0.390
竹林 0.03 4 0.009 0.159
コナラ群落 0.02 7 0.007 0.131
オオアレチノギク-ヒメムカシヨモギ群落 0.02 3 0.006 0.099
スダジイ-ヤブコウジ群集 0.02 2 0.005 0.087
その他*　 0.01 12 0.004 0.054
合計 18.81 603 5.581 100
* 工場地帯、水田雑草群落、メダケ群落、苗圃、スギ・ヒノキ植林、常緑果樹園を含む.
図 1. 1983年時点のシイ・カシ萌芽林の分布.
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図 2. 1983年から 1998年の間にシイ・カシ萌芽林から植生区分が変更された林分の分布.
と推定されるものを自然変化地として区分した。
これらの区分の中で最大の面積を占めているの
が人為改変市街で、総面積は約 14.37km2あり、
1983年時点のシイ・カシ萌芽林の面積の 4.3%、
改変地のうちの 76.4%である。人為改変市街で
最大の面積を占めているゴルフ場は 6.88km2で
全改変地のうちの割合は 36.6%である。次に、人
為改変畑地への改変は表 2によると、総面積は
約 4.23km2で 1983年時点のシイ・カシ萌芽林の
面積のうちの 1.3%、全改変地のうちの 22.5%で
ある。このうち最大の面積を占めているスギ・ヒ
ノキ・サワラ植林は 2.00km2で全改変地のうち
の割合は 10.6%である。自然変化地の総面積は
約 0.21km2で、1983年時点の全シイ・カシ萌芽
林の面積の 1.3%、全改変地のうちの 0.1%であ
る。この中で最大の面積を占めているススキ-ア
ズマネザサ群集は 0.12km2で全改変地のうちの
割合は 0.6%である。
4.2 アカマツ二次林の分布変化
図 4に 1983年時点の千葉県のアカマツ二次林
の分布を示した。1983年の時点で林分数 6850ヶ
所、林分総面積は約 280.20km2である。1983年
から 1998年の 15年間にアカマツ二次林から植
生区分が変更となった林分の分布を図 5に示し
た。県北部の丘陵地帯で多くの林分が変更され
ており、東部でその地点数が多い。表 3に 1983
年から 1998 年の間にアカマツ二次林から植生
区分が変更された地点数と面積を示した。林分
変更となった地点の総数は 1473ヶ所、総面積は
23.59km2 で、1983年時点のアカマツ二次林の
面積の 8.4%が別の植生へ変化している。植生区
分の変更で面積、地点数とも最も多いのは造成
地で、変更地の面積のうち 56.7%を占めている
(図 6)。
表 3を変更の原因別に分類したものが表 4で
ある。ここでは、ゴルフ場や市街地などへの改
変を人為改変市街、植林地や田畑への改変を人
為改変畑地、植物群落の自然変化によると推定
されるものを自然変化地として区分した。なお、
変更不明区分が 5地点存在したため表から除外
している。表 4によると、これらの区分の中で最
大の面積を占めているのが人為改変市街で、合
計面積は約 21.78km2 あり、1983年時点のアカ
マツ二次林の 7.8%区分変更地のうちの 92.3%に
あたる。この中で最大の面積を占めている造成
地は 13.37km2で改変地のうちの 56.7%である。
次に、人為改変畑地への変更の合計面積は約
1.67km2で、1983年時点のアカマツ二次林の面積
の 0.6%、改変地のうちの 7.1%である。この中で
最大の面積を占めている畑地雑草群落は 1.14km2
で全変更地の 4.8%である。表 4 によると、自
然変化の合計面積は 0.1km2 で、1983年のアカ
マツ二次林の面積の 0.02%、区分変更地のうち
の 0.3%である。この中で最大の面積を占めてい
るコナラ群落は 0.02km2で区分変更地のうちの
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図 4. 1983年時点のアカマツ二次林の分布.
図 5. 1983年から 1998年の間にアカマツ二次林から植生区分が変更された林分の分布.
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表 2. 1983年から 1998年の間にシイ・カシ萌芽林からほかの植生区分へ変更となった地点数と
面積の原因別分類.
改変区分 名前 面積 林分数 シイ・カシ萌芽林 全変更面積に対
(km2) (ヶ所) に対する割合 (%) する割合 (%)
人為 (市街化)
ゴルフ場 6.88 102 2.041 36.575
造成地 5.51 254 1.636 29.316
緑の多い住宅地 1.18 19 0.349 6.258
市街地 0.59 27 0.176 3.147
開放水域 0.10 5 0.030 0.535
路傍雑草群落 0.10 12 0.029 0.515
工場地帯 0.00 2 0.001 0.019
　 合計 14.36 421 4.262 76.366
人為 (畑地化)
スギ・ヒノキ・サワラ植林 2.00 23 0.593 10.628
伐採跡群落 1.04 61 0.310 5.546
畑地雑草群落 0.57 55 0.170 3.052
牧草地 0.54 5 0.160 2.872
マテバシイ植林 0.07 7 0.022 0.390
その他* 0.00 7 0.002 0.024
　 合計 4.23 158 1.257 22.513
自然変化
ススキ-アズマネザサ群集 0.12 5 0.035 0.635
竹林 0.03 4 0.009 0.159
コナラ群落 0.02 7 0.007 0.131
オオアレチノギク-
ヒメムカシヨモギ群落 0.02 3 0.006 0.099
スダジイ-ヤブコウジ群集 0.02 2 0.005 0.087
メダケ群落 0.00 3 0.001 0.011
　 合計 0.21 24 0.063 1.121
* 水田雑草群落、苗圃、スギ・ヒノキ植林、常緑果樹園を含む.
0.1%を占めている
5 考察
5.1 シイ・カシ萌芽林の分布変化と生
物多様性
結果で示したように、千葉県のシイ・カシ萌
芽林が、1983 年から 1998 年の間の 15 年間で
5.6%減少した事が明らかとなった。そのほとん
どが市街地や畑地になっており (表 2)生物多様
性が減少している事は明らかである。自然変化
した林分については、シイ・カシ萌芽林は社会
状況の変化からその利用の頻度が減少してきた
ことが指摘されている (千葉県レッドデータブッ
ク作成検討委員会　 1999)。シイ・カシ萌芽林が
放置された場合 林冠は閉塞するが、シイ・カシ
類の稚樹は日陰でも成長できるため、現在見ら
れる樹木が成長し、同時に種子による天然更新
が進むため、やがてシイ・カシ類やタブノキを主
体とした自然林に移行する (石井・沼田　 1963)。
千葉県の海岸沿いでは、タブノキを主体とした
林となり、内陸ではスダジイを主体とした林に
なる (千葉県レッドデータブック作成検討委員会
　 1999)。しかし、一部ではススキ-アズマネザ
サ群集や竹林へ変化するなど、タケ・ササの類
いが、シイ・カシ萌芽林に侵入している様子が
明らかである (表 2)。放棄されたコナラ林では
タケ類が侵入し林分構造を破壊することが知ら
れているが (洲崎　 1997)、これと同様にシイ・
カシ萌芽林においてもタケ類の侵入によって下
層植生が消滅および森林構造の変化が生じると
考えられる。このような場合、タケ類の単一植
生と変化することが多く、生物多様性が大きく
減少すると予想される。
5.2 アカマツ二次林の分布変化と生物
多様性
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表 3. 1983年から 1998年の間にアカマツ二次林からほかの植生区分へ
変更となった地点数と面積.
名前 面積 林分数 総面積に対す 全変更面積に対
(km2) (ヶ所) する割合 (%) する割合 (%)
造成地 13.37 817 4.773 56.692
ゴルフ場 4.42 129 1.578 18.748
路傍雑草群落 2.32 119 0.827 9.817
市街地 1.30 119 0.464 5.510
畑地雑草群落 1.14 92 0.408 4.849
工場地帯 0.17 25 0.062 0.734
牧草地 0.15 9 0.055 0.653
緑の多い住宅地 0.14 21 0.051 0.610
落葉果樹園 0.12 13 0.043 0.510
伐採跡群落 0.12 16 0.041 0.493
植生改変不明区分 0.08 5 0.027 0.325
スギ・ヒノキ植林 0.07 10 0.023 0.277
開放水域 0.05 7 0.019 0.225
海岸砂丘地クロマツ植林 0.04 1 0.014 0.167
コナラ群落 0.02 2 0.008 0.089
ススキ-チガヤ群落 0.02 1 0.006 0.074
竹林 0.02 1 0.006 0.073
休耕田雑草群落 0.01 6 0.005 0.056
水田雑草群落 0.01 9 0.004 0.046
その他* 0.01 14 0.004 0.049
合計 23.59 1416 8.419 100
* オオアレチノギク-ヒメムカシヨモギ群落、スギ・ヒノキ・サワラ植林、ヨ
シクラス、ススキ-アズマネザサ群集、スダジイ-ヤブコウジ群集、ケヤキ-シ
ラカシ群落、メダケ群落、ハチジョウススキ群落を含む.
表 3から造成地への改変が多いこと、図 5か
ら首都圏へ近い県東部ほど改変が行われている
ことが読み取れる。一方、房総半島南部の丘陵
地帯や東部の平野部の林分はほとんど影響を受
けていないことが判る。これは首都圏からやや
距離があるために、開発の影響を受けにくかっ
たためと推察される。
結果で示したように、千葉県のアカマツ二次林
が 1983年から 1998年の間の 15年間で 8.4 %減
少している。減少した場所のほとんどが市街地
や畑地になっており (表 4)生物多様性が減少し
ている事は明らかである。自然変化した林分に
ついては、千葉県のアカマツ二次林は社会状況
の変化からその利用の頻度が減少してきたこと
が指摘されている (千葉県レッドデータブック作
成検討委員会, 1999)。特に、房総半島北部の丘
陵地帯のアカマツ二次林は建材や燃料を得るた
めに維持されてきた林であるが、そういった利
用が現在ほとんど行われていない (恒川, 2001)。
管理が行われないアカマツ林にはアカマツ以外
の樹種が侵入するが、1980年代以降全国的に発
生したマツノザイセンチュウによるマツ枯れ被
害によって一斉枯死した林分にはコナラが多く
侵入している (近田, 2001)。つまり、表 4で示さ
れているように、自然変化で最も多くの面積を
占めるコナラ林への変化は、マツ枯れ被害に伴
うものであると推測された。また、マツ枯れに
よってアカマツが一斉に枯死すると、コナラの
他にもツツジ類、シダ類やクズなどが密生する
薮状の低木林に移行する。表 4のススキ-アズマ
ネザサ群集やメダケ群落、ススキ-チガヤ群落な
どはこういった変化を示していると推測される。
一般に、森林内や林縁に見られる密生した低木
林は、哺乳類や鳥類などの隠れ家として重要な
ものである。マツ枯れの跡に形成されるススキ
やメダケによる広大な薮は、野生生物のすみか
としてあまり好ましくない環境と考えられ、動
物相の生物多様性も減少する可能性が高い。同
時にこのような環境では日陰が増え、アカマツ
の稚樹が成長できないため、スダジイなどの陰
樹が徐々に増加し、やがて常緑広葉樹林に移行
する。表 4のスダジイ-ヤブコウジ群集やケヤキ-
シラカシ群落の増加はこういった変化を示して
いる。日当たりのよいアカマツ林に比べ常緑広
葉樹林は林床が暗く、植物相についても生物多
様性は減少するとされている (千葉県レッドデー
タブック作成検討委員会, 1999)。これらの要因
から、自然変化した林分についても生物多様性
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表 4. 1983年から 1998年の間にアカマツ二次林からほかの植生区分へ変更となった地点数と面積
の原因別分類.
改変区分 名前 面積 林分数 アカマツ二次林の全面 全変更面積に対
(km2) (ヶ所) 積に対する割合 (%) する割合 (%)
人為 (市街化)
造成地 13.37 817 4.773 56.692
ゴルフ場 4.42 129 1.578 18.748
路傍雑草群落 2.32 119 0.827 9.817
市街地 1.30 119 0.464 5.510
工場地帯 0.17 25 0.062 0.734
緑の多い住宅地 0.14 21 0.051 0.610
開放水域 0.05 7 0.019 0.225
合計 21.78 1237 7.774 92.336
人為 畑地化
畑地雑草群落 1.14 92 0.408 4.849
牧草地 0.15 9 0.055 0.653
落葉果樹園 0.12 13 0.043 0.510
伐採跡群落 0.12 16 0.041 0.493
スギ・ヒノキ植林 0.07 10 0.023 0.277
海岸砂丘地クロマツ植林 0.04 1 0.014 0.167
休耕田雑草群落 0.01 6 0.005 0.056
水田雑草群落 0.01 9 0.004 0.046
スギ・ヒノキ・サワラ植林 0.00 2 0.001 0.008
合計 1.67 158 0.594 7.060
自然変化
コナラ群落 0.02 2 0.008 0.089
ススキ-チガヤ群落 0.02 1 0.006 0.074
竹林 0.02 1 0.006 0.073
その他* 0.01 12 0.003 0.041
合計 0.07 16 0.023 0.279
不明
植生改変不明区分 0.08 5 0.027 0.325
* オオアレチノギク-ヒメムカシヨモギ群落、ヨシクラス、ススキ-アズマネザサ群集、スダジイ-ヤ
ブコウジ群集、ケヤキ-シラカシ群落、メダケ群落、ハチジョウススキ群落を含む.
は減少していると考えられる。
6 さいごに
本研究では千葉県の里山の森として代表的な
シイ・カシ萌芽林とアカマツ二次林を取り上げ
て、その 1983年から 1998年の 15年間の変化を
追跡した。その結果、1983年時点のシイ・カシ
萌芽林のうち 5.6%が、アカマツ二次林では 1983
年時点の 8.42%が、それぞれ何らかの変化を受
けていた。それらの生物多様性の変化を検討し
たが、人為による改変はもとより、自然な変化
についても生物多様性が減少するような傾向が
認められた。本研究で明らかになったのは 1983
年から 1998 年の 15 年間の変化のみであるが、
その後から現在までの 11年間も変化は継続して
いるものと推測される。今後さらなる林分変化
を追跡する必要があると同時に、詳細なデータ
を得るための植生調査が不可欠である。
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